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保護者各位

「園の自己評価のご報告」

日頃より、本園の保育に格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
株式会社ＡＬＴＡでは、子どもたちが安心して過ごし、心身ともに健やかに育つことを最
も大切にしています。そのため、社員一人ひとりが日々の保育を振り返り、より良い保育
の提供に向けた自己評価に取り組んでおります。
この自己評価は、保護者の皆様のご意見（アンケート結果）を反映しながら、社員が自ら
の保育実践や園全体の運営について見直しを行うものです。評価の結果をもとに、今後も
子どもたちの成長に寄り添いながら、より一層信頼される園づくりに努めてまいります。
保護者の皆様の貴重なご意見・ご協力を糧として、社員一同、心を一つにして保育の質の
向上を目指してまいりますので、引き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

１. 基本情報

項目 内容

園名 アルタベビー宮原園Ⅱ

所在地 埼玉県さいたま市北区宮原町 3-587

評価年度 令和 7年度

作成日 令和 8年 3月 23 日

評価実施日 令和 8年 1月 16 日～2 月末

園児数 12 名
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２. 保護者アンケート結果

2-1．保護者アンケート集計結果 回答率：91％

2-2. 保護者コメント

・体調の変化に過ぎに気づいて頂き、よく見てくださっているんだなと思います。

・お迎えの際に一日の様子を口頭でも伝えて頂いたり、イベントごとの製作も楽しみです。

・先生方の申し送りが細かく実施されていて、お迎えが楽しい気持ちになります。

・毎日丁寧に連絡帳を書てくださりありがとうございます。園での様子が知れて嬉しい。

・色々なことを実施して頂いて、一人で出来るようになった事も増えた。

この度は、保護者アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
皆様からいただいた率直なご意見やコメントは、園の保育の実践や運営をさらに良くして
いくための大変貴重な資料となります。

集計結果だけでなく、具体的なご感想や日頃の思いをお寄せいただけたことに、社員一同
深く感謝しております。

No 質問項目 はい
どちらとも

いえない いいえ

1 当社の保育理念・保育目標について理解していますか 60％ 40％ 0％

2 個人情報については慎重に取り扱われていると思いますか 70％ 30％ 0％

3 当社社員はお子様の気持ちを大切にしていると感じますか 90％ 10％ 0％

4 当社社員の言葉遣いや態度、服装等は適切ですか 70％ 30％ 0％

5 園内は清潔で整理された空間になっていると思いますか 80％ 20％ 0％

6 安全対策や感染症対策が十分に取られていると思いますか 80％ 20％ 0％

7
送迎時の保育士との会話や連絡帳等で、保育園やご家庭での様子について日
常的に情報交換がなされていると思いますか 90％ 10％ 0％

8
お子様が怪我をしたり、体調が悪くなったりしたとき、当社社員の対応は信
頼できますか 80％ 20％ 0％

9
当園で提供される食事やおやつはお子様の状態に配慮し、工夫されたものに
なっていると思いますか 80％ 20.％ 0％

10
不満に思ったことや要望を伝えたとき、当社社員はきちんと対応してくれて
いると思いますか 80％ 10％ 10％

11 当園に満足されていますか 70％ 30％ 0％
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3. 社員の資質向上

３-1. 社員の資質向上に関する基本的事項

№ 評価項目 成果・気付き(振り返り)と改善案

1 当社姿勢目標について理解し、
規律を順守した勤務ができてい
る。

毎朝の日報にて、各項目について再認識しつつ日々の保
育に生かすよう心がけている。

2 当社保育理念や保育目標につい
て理解している。

当社保育理念や保育目標を理解し、小規模園の特性も踏
まえながら日々の保育に取り組んでいる。

3 指導計画は乳幼児の実態に合わ
せ、保育所保育指針に基づいて
適切に援助・支援している。

指導計画書を重視していることが多く、指針はあまり目
を通していなかった。今後は、指針に基づいて援助して
いけるようにしたい。

4 個人情報の保護や守秘義務に関
して理解し、適切に管理してい
る。

個人情報を含む書類は、鍵のかかる引き出し等で管理し
ている（施設長）
職員は、個人情報を口外しないよう常に注意している。

5 衛生・安全管理に対する園の方
針を理解し、適切な管理ができ
ている。

子どもが口にした玩具等はすぐに消毒するとともに、手
で触れた玩具等も使い終わりに消毒している。保育室内
も毎日決められた時間に消毒を行い、感染症時期には消
毒の回数も増やしている。

6 保育に従事する者として、服装
や身だしなみに配慮し、健康と
清潔を心がけている。

清潔な服装を心がけ、爪も適宜切り子どもを傷つけぬよ
うに気をつけている。自分の体調をしっかり把握して、
不調時には早めに受診するなど早めに回復出来るよう務
めている。

7 子どもの表情や言葉、行動から
気持ちをくみ取り、一人ひとり
に寄り添った関わりを心がけて
いる。

言葉として発信できない子どもたちの気持ちを代弁した
り、仲立ちをしたりで一人ひとりに心の充足感を与えら
れるように配慮している。

8 送迎時のやり取りや連絡帳等を
通して、園での活動内容や子ど
もの成長・様子が伝わるよう、
保護者との丁寧な情報共有を行
っている。

出来る様になったこと、興味を示したことなどのエピソ
ードを交えつつ、連絡帳と重複しない内容を送迎時に簡
潔に伝える様にしている。保護者からの伝言について
は、申し送り書にて、職員皆に共有している。
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9 日々の保育や行事準備で社員同
士が情報共有し、困りごとは声
を掛け合いながら協力して、チ
ームでより良い保育に取り組ん
でいる。

行事は話し合いの場を設け、製作物や飾りつけなどの進
捗状況を伝え確認しながら進めている。
遅れが出ている場合は、その都度期日を確認して人員配
置等もして、一人に負担がのしかからないように配慮し
ている。次年度に向けては、取り掛かりを早めにと反省
した。

10 子どもが遊びや活動を自分から
楽しめるよう、玩具や教材の配
置を工夫している。

異年齢での集団になるので、興味の対象や集中度合いも
様々である。個々の興味の対象を把握し、楽しめる玩具
などを提供できるようにしている。０歳児と1、２歳児で
スペースを分けるなどで、安全性も確保する時もある。

11 研修や会議で知識を学び、園内
共有や専門資料を通して保育を
振り返り、日々に活かしてい
る。

毎月の研修（ｅラーニング）等で学び、生かせる部分は
積極的に保育に取り入れている。
何か起きた場合、過去の研修資料や学んだことを閲覧し
学びなおしにも利用している。

３-2. 社員の研修等

【評価 〇：できている △：一部検討を要する】

研修の活用

評価項目 評価

定期的に園内研修を行っている。 〇

各社員について、教育・研修の機会が確保されている。 〇

定期的に園内の研修成果に対する評価・見直しを行なっている。 〇

【今年度の評価・次年度に向けた改善案】

対象職員がそれぞれの立場で、全研修を受けることが出来た。
感染症対策や熱中症予防など季節に応じたタイムリーな内容で提供される研修なので
日々の保育の中ですぐに生かせるという強みがある。
全員で話し合いその結果をバックする形の研修以外では、話し合いまでできない事が
殆どなので、復習を兼ねた勉強会まで進展できるようにしていきたい。
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４．園全体の自己評価

№ 評価項目 取り組み状況

１

保育環境の整備

・各社員の職務内容が明確で、協働できる体
制になっているか。
・年齢や発達に応じた環境構成になっている
か。（コーナー設定・動線の工夫等）
・玩具や設備の安全点検・見直しを定期的に
行っているか。

・リーダー、サブリーダーは、週ごとに持ち回
りで、休みにはお互いが対応している。
・コーナー設定は難しいものがあるので、主活
動の内容によりパーテーションで区切られた場
所で、特に 2歳児の活動を行うなどして安全性
を確保している。
・玩具や設備の安全点検・見直しに関しては
日々行い、保育者各々が注意している。

２

保育内容・活動の質

・保育計画と日々の実践が連動し、振り返り
が行われているか。
・子どもの主体性や興味を尊重した活動にな
っているか。

・各月の最終週に、当月の成長や反省点を出し
合い、次月の目標を決めながら注意すべき詳細
も含め意見交換を行っている。給食の提供の仕
方等も議題になっている。
・今、何に興味がありどんな活動を喜んでいる
か等の情報も出し合い、次月の主活動に生かし
ている。

３

個別支援

・一人ひとりの発達状況を把握し、記録を
共有しているか。
・配慮が必要な子どもへの具体的支援策が
明確になっているか。

・上記 2の月例会議の中で話し合っている内容
をコドモンに反映させる。必要に応じて保育者
間で開示して意見を求めたりもする。書き足し
たり直したりで、正確な記録となるようにして
いる。

４

社員体制・専門性

・社員間の情報共有や連携体制が機能してい
るか。
研修参加や園内研修を通じて専門性向上に努
めているか。

・申し送り表などで、伝達漏れがないようにし
ている。
・行き詰った場合など、受けてきた研修で問題
解決の糸口がないかなど、保育者間で意見を求
めたりもある。

５

リスク管理（安全・衛生）

・事故防止のための点検やヒヤリハットの共
有が行われているか。
・感染症対策や衛生管理がマニュアルに基づ
き実施されているか。
・火災・地震・不審者侵入等の危機管理に努
めているか。

・ヒヤリハットへの記入・開示で問題意識を共
有している。小さい事でも伝えあい大きい事故
や怪我に繋がらない努力が実り、今年度は問題
案件 0で終われた。
・感染症は、早期に開示することで広がらずに
済んだ。
・危機管理は、年間の予定に基づき毎月行って
いる。
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６

家庭・地域社会との連携

・保護者へ日々の保育の様子を具体的に伝え
ているか。
・保護者・地域からの意見や相談・苦情解決
のための取組を行っているか。
・関係機関と情報共有を行い、状況に応じた
適切な対応ができているか。

・連絡帳や送迎時の口頭での連絡が出来てい
る。コドモンの連絡機能を用いて、個別の連絡
をすることで、伝え忘れのリスクが無くなり、
問題が大きくならないように収められた事柄も
ある。しかし問題が勃発しない保育が行えるの
が一番大事なので、気を引き締めていきたい。
・第三者委員を設置している。

７
園の理念の実現度

・社員が園の理念や保育目標を理解し、保育
実践に反映しているか。
・行事や日常保育が理念と整合しているか。

・毎日の日報等で、理念や保育目標を再確認す
ることで、実践にどう反映して今日の保育に生
かそうかとの計画の立案につなげている。
・見直すことで、整合しているかも含め反省及
び次へのステップアップにしていきたい。

８

食育について

・食材や栽培活動などを通して食への関心を
育てているか。
・アレルギー対応や発達に応じた食事配慮を
行っているか。

・実物の食材に触れる（皮むき）、料理が出来
るまでの過程に携わる（うどん踏み）などで、
食への関心を育てている 2歳児のみ
・対象児には、専門の診察を受けて頂いた上
で、書面にて除去を受け入れている。定期的な
通院・検査をして報告をお願いしている。

【当園の保育目標】
・身の回りの事を頑張る子
・思いやりの心を持った子
・自分の気持ちを素直に表現できる子
・最後まで頑張る子

【園の強み】
・0～2歳児まで、合同で過ごす事により異年齢の友達への関心が生まれ、思いやる気持
ちへと繋がっていく。

・目的に応じて選択できる公園や広場があり、主活動の時間内で十分にあそぶ事が出来る。

【園の課題】
・合同保育を良しとしながらも、特に 2歳児の成長に応じた自立に向けてのクラス単独で
の活動時間を設け増やしたい。近隣 3園での連携も大切に、進級後の園へスムーズにな
じめるような環境作りを視野に入れた大人数の活動をしたい。
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５．総評

今年度は、子どもたちの入退園や環境の変化が続く中で、保護者の皆様にもご心配をお掛
けした事と思います。小規模園の特徴でもあるのですが、仲良くなったお友達がいなくな
ってしまう環境は、特に色々理解できるようになってきている 2歳児の子どもたちには、
悲しい思いもさせてしまったと思います。

少人数で、濃密な毎日を過ごせたため当園の目標である『思いやりの心を持った子』は、
達成感でいっぱいです。玩具の取りっこは、年齢の関係で日々起りますが、大きいお友達
が我慢をして『使っていいよ』と貸してあげている姿がよく見られます。泣いている 0歳
児の頭を撫でに行く 0歳児さんなど心が暖かくなるシーンが度たび見られます。

一番の快挙は、噛みつきが 1年を通して『発生なし』でした。

記録更新に向けて、安全保育を心がけます。ただ、正直申しますと特別な事は一つもして
ないんです。保育者の心の平穏が子どもたちにも反映しているなら幸いです。

今年一年間の保育園運営にご協力いただいたことに感謝するとともに、令和 8年度に向け
てもよろしくお願い申し上げます。
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